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は じめに

栄養士制度が発足 して50年 経過 し,そ の

間社会の状況変化 に対応 させる改革 を行いな

が ら,そ の役割を果たしてきた。 しかし,栄

養士を取 り巻 く状況が大 きく変化 し,今 ほど

その対応が問われている時期 はないと思われ

る。今回の変化 は,量,質 ともに大 きく,業

務 内容 も広が り,そ の対応には関連する知識

と技術の拡大 と高度化が求められている。栄

養士の資質の向上が,期 待 し要望されている

といえる。

栄養士に関する状況の変化 と対応の必要性

を具体的に示す と,次 の点があげられる。

①社会生活のニーズの多様化による食の問

題拡大への対応

②少子化,高 齢化社会による食の問題拡大

への対応

③生活習慣病 と慢性疾患 ・合併症の増加へ

の対応

④医療の高度化への対応

⑤地域保健法に基づ く住民サービスへの対

応

⑥介護保険法に基づ く介護支援専門員 とし

ての業務範囲拡大への対応

⑦国際化 ・情報化社会への対応

以上のような多 くの課題への対応 には,そ

の手法 も高度化,専 門化の必要がある。栄養

士養成側 には,現 在の社会のニーズにあった

保健:・医療 ・福祉 に関わる専 門職 としての養

成が求められている。それに応えるには,ま

ず活動分野の状況を把握 し,そ こで役立つ最

新の知識 と進歩す る技術 の習得を中心に,将

来の展望 をふまえた教育課程を考 える必要が

ある。そして養成 した卒業生を,専 門職 とし

て活躍できる職場へ送 り出す ことも課せ られ

ている。

この大 きな研究課題に対 し,今 回は栄養士

の職場における状況調査を実施 した。栄養士

制度に管理栄養士が加わって1)35年 経過 し

たが,こ の制度が実際の職場でどう定着 して

いるか も確認する。栄養士制度の中で,管 理

栄養士 と栄養士の扱いをどうすべ きかは以前

からの課題であったが,実 情を把握 した文献

は無 に等 しく,そ の解明に意義があると考 え

る。前回は,栄 養士の雇用者又は上司への調

査 を実施 したが,今 回は栄養士 自身を対象 と

した。これらの結果による実情をふまえ,今

後の管理栄養士及び栄養士の教育の方向 とそ

の内容 を探 りたい。

本調査の具体的なねらいは,以 下の点であ

る。①変化 している業務内容の実情 ②管理

栄養士 と栄養士の業務分担の実情 ③管理栄

養士 と栄養士の採用状況の実情 ④管理栄養

士 と栄養士の将来の方向,業 務の展望 ⑤管

理栄養士 と栄養士に求められる知識 ・技術の

分野 と質的内容

調査方法

調査対象 として,東 京と神奈川のE会 会員

名簿か ら,任 意標本法によって456名 を抽出

した。調査時期及 び方法は,1998年3月 に,

郵送によるアンケー ト方式 を採用 した。調査

対象の栄養士を通 じて,そ の職場の代表回答
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を得た。 回答数は263で,回 収率は57.7%で

あった。

調査項 目は,以 下の7項 目とした。

1.職 場 での現状 ①近年(5年 間)新 たに

対応 した業務内容 ②管理栄養士 と栄養士の

採用状況 ③採用試験の内容 ④管理栄養士

と栄養士の業務分担の有無と内容

2.管 理栄養士 ・栄養士の考え ①管理栄養

士と栄養士に必要度の高い知識 ②管理栄養

士と栄養士に必要度の高い技術 ③これか ら

の管理栄養士及び栄養士が専門性を発揮でき

る活動分野

結果については施設の種類別 にまとめ,考

察を行った。

結果及び考察

1.近 年 新 た に対応 した業務

各職場 におい て,近 年5年 間 に新 たに対応

した業務 内容 の集 計結 果 を,表1に 示 した。

全 体で は,衛 生管理 の強化(59.4%)が 最 も

高 率 で,以 下10位 ま では,コ ン ピュー タの

導 入(43.4%),選 択 メニュー(34.4%),行

事 食(30.7%),保 温 保 冷配膳車 導入(22.5%),

6時 給 食(22.5%),栄 養 所要量 改正(20.5%),

病 棟 訪 問(18.0%),コ ン トロール食(16.8%),

バ イ キ ング 食(16.4%),外 来 の 栄 養 指 導

(16.4%),食 教 育指導(16.4%)の 順 で あっ

た。

衛 生管理 の強化 は,施 設の種類 別 に見 て も

小 学校,病 院,事 業 所,福 祉 で60～80%と

表1最 近新たに対応 した栄養士の業務内容
施設の種 別

施設 の 全体 コンピ ェータ オフコンから 栄養所要

種類 の導 入 ノ・●hンへ 量の改正

全体 z
(ioo.

行事食 バイキング食 選択メニューコントロ噛(低 保温保冷6時 給食 食堂設置 外来の
妹ルキa、低 配膳車 栄養指導.

脂肪 低塩)

病院

事業所

学校

福祉

行政

その他

不明

i

(ioo.

(ioo.

(ioo.

(ioo.

310623507540844155552840
(43.4)(9.4)(20.5)(30.7)(16.4)(34.4)(16.8)(22.5)(22.5)(11.5)(16.4)

8

)
2
)
1
)
5
)
i2

(ioo.o)
z2

(ioo.o)
3

(ioo.o)

41153535

(33.9)(12.4)(28.9)(28.9)

184-10

(62.1)(13.8)一(34.5)

14-48

(51.9)一(14.8)(29.6)

?26

(48.6)(5.7)(17.1)(45.7)

411一

(33.3)(8.3)(8.3)一

11136

(61.1)(5.6)(16.7)(33.3)

1-1一

(50.0)一(50.0)一

12
(9.9)
z
(6.9)
ii
(40.7)
12

(34.3)

3
cis.z)

4624

(38.0)(19.8)

54

(17.2)(13.8)

(、。岩=

177

　る　　　　 　　 　の

=(。,}

34
(16.7)(22.2)
11

(500)(500)

43461734

(35.5)(38.0)(14.0)(28.1)

iii一

(3.4)(3.4)(3.4)一

(ll.31)=(i3.7)二

6764

(i7.1)(zo.o>(i7.i)(ii.4)

2132

(11.1)(5.6)(16.7)(11.1)

施設の 病棟訪問 在宅訪問 病棟 衛生管理 食教育 運動指導 各営業所 他施設 在宅看護 乳児(妊産 その他 不明

種類 栄養指導 カンファレンスへ の強化 指導 の指導 との連携 支援訪問 婦)の訪問

全 体442823145401010288323

(18.0)(11.5)(9.4)(59.4)(16.4)(4.1)(4.1)(11.5)(3.3)(1.2)(9.4)

19

病院42
(34.7)

事業所=

学校=

福祉1

(2.9)

行政=

その他1

　　　　　
不明:

za
(16.5)

3
(8.6)
4

(33.3)
i
(5.6)

17

(14.0)

5
(14.3)

i
(5.6)

73

(60.3)
zi
(72.4)
15
(55.6)
29
(sz.s)
1
(8.3)
6

(33.3)

8
(s.s)
2
(s.s)
14
(51.9)
s

(i7.i)
z

(is.z)
7

(38.9)
i

(50.0)

2
(1.7)

2
(5.7)
3

(25.0)
2

(11.1)
i

(50.0)

2
(1.7)

z
(5.7)
3

(25.o)
2

(ii.1)
1

(50.0)

12
(9.9)

7
(zo.o>
4

(33.3)
4

(22.2)
1

(50.0)

z
(1.7)

3
(4.6)
3

(25.0)

2
(1.7)

1
(5.6)

13
(ro.7)
2

(s.s)
i
(3.7)
2
(5.7)

(25.0)

(11.1)

7

3

4

():対 有効回答%

一92



最 も高率 を示 している。これ らは,い ずれも

給食を実施している集団給食施設であ り,衛

生管理を今更 という感があるが,最 近多発の

0-157に よる衛生的事故に対 して,管 理方

法の見直 しと実施の強化で,対 応に力を入れ

ているものと思われる。コンピュータの導入

は,仕 事の合理化の手段 として社会一般の趨

勢で,行 政,福 祉,学 校,事 業所では1～2

位高位 を示 しているが,病 院では5位 である。

筆者 らが行った他の調査結果2)～4)で,栄 養

業務へのコンピュータの導入率は,病 院が他

の集団給食施設より高率であることが確認さ

れている。従 って,病 院はコンピュ`.タ 導入

が他の施設 より進んでいて,近 年新たに対応

する内容 としてあがってこなかったと推察す

る。他 は食事内容及び提供の仕方,食 教育 ・

栄養指導に関するもので,多 くが喫食者サー

ビスの内容である。かつての集団給食は,大

量の食事を限られた時間に能率的に作ること

が優先 され,喫 食者サービスは二次的な対応

内容であったが,近 年は他の外食産業 との競

争 もあ り,利 用者のニーズに積極的に目を向

けるようになった現れとうけとれる。

施設の種類別に,他 の施設 との相異点をあ

げ ると,病 院は,選 択 メニュー(38.0%),

6時 給食(38.0%),保 温保 冷配膳 車導入

(35.5%)の 健康保険法で医療費の加算項 目

として示 された5)内容が多いの と,病 棟訪問

(34.7%),外 来の栄養指導(28.1%),病 棟カ

ンファレンスへの参加(14.0%)な ど,患 者

に接する医療行為への参加内容が増 えている。

それは病院内にとどまらず,在 宅訪問の栄養

指導(16.5%)へ も拡大 している。なお,我

が 国で は少 なか った食 堂の設置 も17施 設

(14.7%)回 答があ り,健 康保険法上の奨励

の成果だと思われる。また,全 回答項 目に対

して該当施設があ り,幅 広 く対応 しているの

も病院の特徴である。

事業所 は,コ ンピュータの導入(62.1%)

が他の施設より高率である。ほとんどが委託

会社であるため,献 立作成,食 材料購入など

の面で,共 同による合理的手法が とりやす く,

それを処理する手段 としてコンピュータが利

用 されているようである。

学校 は,食 教育指導(51.9%)が 高率であ

る。学校給食は教育課程に位置づけて実施さ

れているため当然 ともいえるが,過 去におけ

る現状は期待通 りではなかった。最近は,子

供たちの食生活上の問題が多 くな り,食 教育

の必要性が高 まっている もの と推察で きる。

また,選 択メニュー(44.4%),バ イキング

食(40.7%),行 事食(29.6%)も 多 く取 り入

れられ,過 去の学校給食 は単一献立 と決 まっ

ていた枠から変容 しつつあることを示 してい

る。

福祉施設は,回 答施設あ りの項 目が多種類

にわた ってい るのが病 院に類似 しているが,

選択 メニュー(48.6%),行 事食(45.7%)の

回答率が高 く,食 事内容に変化をつけて,そ

れを利用者サービスへの力点 としていること

が現れている。

行政の特徴は,在 宅訪問指導(33.3%)と

他の施設 との連携(33.3%)で ある。地域保

健法の制定によって,住 民への栄養指導が保

健所の業務か ら市町村 に移 され6),そ れに積

極的に対応するには,病 院,福 祉施設,家 庭

との連携が必要であることを示 している。

2.管 理栄養士 と栄養士の採用状況

管理栄養士 と栄養士の採用状況の集計結果

を表2に 示 した。全体では,管 理栄養士 ・栄

養士にこだわらず成績優秀な人物を採用 して

いるが58.9%で 最 も多 く,約3分 の2を しめ

ている。以下,管 理栄養士 ・栄養士別に採用

枠 を設 けているが20.6%,管 理栄養士養成施

設卒 の管 理栄養士 のみ対象 としているが

10.7%,短 大卒の管理栄養士 も対象 としてい

るが9.3%で あった。健康保険法 の改正 によ
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表2栄 養士及び管理栄養士の採用状況

全 体 栄 ・管栄別 栄 ・管栄こ 管栄のみ 短大卒 その他 不 明
に採用 だわらない 管栄も採用 行っていない

全体 263
(100)

44
(20.6)

126
(58.9)

23
(10.7)

20
(9.3)

1
(0.5)

49

病院

事業所

学校

福祉

行政

その他

不明

128
(100)
32
(100)
31
(100)
35
(loo)
12
(100)
22
(loo)
3
(100)

27
(24.3)
8
(30.8)
2
(10.5)
2
(7.1)
2
(18.2)
2
(11.7)
1
(50.0)

51
(46.0)
17
(65.4)
16
(84.2)
25
(89.3)
4
(36.3)
13
(76.5)

18
(16.2)
1
(3.8)
1
(5.3)

2
(18.2)
1
(5.9)

14
(12.6)

1
(3.6)
3
(27.3)
1
(5.9)
1
(50.0)

1
(0.9)

17

6

12

7

1

5

1

って栄養士の就職が困難になったとの情報が

流れ,実 情把握を目的として調査項 目とした

が,短 大卒の栄養士及び管理栄養士 を採用 し

ない施設は,現 在の ところ約10%で あるこ

とが確認できた。

施設の種類別にみると,管 理栄養士養成施

設卒及び短大卒合わせて管理栄養士のみ採用

している施設は,行 政(45.5%),病 院(28.8%)

が他の施設 より多い。行政の場合,保 健所 の

栄養士が任命 される栄養指導員は,栄 養改善

法によって管理栄養士がなると規定 されてい

る7)。また,病 院の場合 も,健 康保険法の改

正によって,病 院での栄養指導は管理栄養士

が行うよう規定されている8)た めである。 し

かし,こ れらの施設でも,管 理栄養士 ・栄養

士にこだわらず成績優秀な人物を採用 してい

るが,病 院46.0%,行 政36.3%で,半 分弱が

資格 よりも人物優先としている。栄養士でも

優秀であれば,近 い将来管理栄養士 になるこ

とを見通 して,人 物を最重視 しているものと

思われる。

一方
,栄 養士の採用の可能性をみると,管

理栄養士 ・栄養士の採用枠の有無 を合わせて,

福祉が96.4%,事 業所96.2%,学 校94.7%,

():対 有効回答%

その他88.2%,病 院70.3%,行 政54.5%と な

る。施 設の種類 に よ り差が あるが,50～

100%採 用可能な現状である。高いのは福祉,

事業所でほぼ100%で あるが,特 に福祉施設

は,管 理栄養士 ・栄養士の枠設けず人物本位

で採用するが89.3%で,他 施設 よりも高い。

栄養士で も,管 理栄養士登録後の採用 を加え

ると福祉100.0%,そ の他94.1%,病 院82.9%,

行政81.8%と 採用枠はさらに広がる。

栄養士養成卒の採用を管理栄養士登録後も

含めて一斉実施 しない施設は,行 政18.2%,

病院16.2%,そ の他5.9%,学 校5.3%,事 業

所3.8%で あった。この結果は,学 生や栄養

士養成施設関係者間での実感よりも低い感が

ある。この誤差は,法 改正などの動 きによる

憶測情報の影響 も大 きい と考 える。その後,

全国栄養士養成施設協会か ら平成8年 度就職

実態調査の結果9)が発表になったが,栄 養士

業務就職者数のうち栄養士養成卒の就職率は

90.2%で ある。いずれにして も栄養士養成施

設卒業者にとって,予 想 よりよい状況が確認

で きたが,次 の栄養士法の改正内容による影

響を受けて現状は変わってい くものと予想さ

れる。今 回の結果で,管 理栄養士 ・栄養士こ
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だわ らず成績優秀な人物を採用する回答が多

かったのは,栄 養士 も管理栄養士 と同 じ土俵

上で評価 されつつあるという厳 しい見方 もで

きる。社会への進出に際して,正 しい情報を

提供 してい く必要がある。さらに重要なのは

は,用 意 された採用枠を利用 して採用試験に

合格することである。それには,養 成期間に

多 くの知識 ・技術 を身につけた力のある栄養

士養成 をすることである。

3.採 用試験の内容

管理栄養士 ・栄養士は医療職に位置づけら

れた専門職であるが,そ れにな り得る適格者

として判断する採用試験の内容 をまとめたも

のが表3で ある。最:近は,他 業界では最終決

定 までの試験回数が多い傾向にあるが,こ の

結果 では,二 次試験 までに全体の90.4%の 試

験内容が実施 され,三 次試験7.9%,四 次試

験実施は1.7%に す ぎなかった。ただ し,一

次試験 に1.6種類の内容が組み込まれている。

試験内容 を総計でみると,面 接 は100.0%

と全 施設 で実施するが,次 いで書類60:7%,

一般教養42 .2%,専 門基礎29.8%,小 論文

29.4%,そ の他8.5%,専 門応用6.6%の 実施

率である。面接 と書類選考の実施率が高いの

は当然のことながら,他 は専門知識よりも一

般教養の実施率の方が高い。 まず一次試験で,
一般教養や小論文による人物評価がされる例

の多いことがわかった。専門知識については,

29.8%が 基礎知識 を問 うが,応 用的 内容は

6.6%の 実施率にす ぎない。

今回の結果で,専 門職である栄養士の採用

試験であ りなが ら,専 門的知識の有無 を採用

の適否の判断材料 とする施設の少ないのは予

想外 であった。 これには種々の理由があるも

のと考えられる。専門の応用的知識は職場内

教育で習得させるから,就 職時にそこまで求

めない というの も一理あろう。 また,専 門の

応用試験 を実施するには,そ の問題作成 と判

定者の用意に難があるというのも理由にある

と推察する。

栄養士の就職も狭 き門で困難な状況が続い

ているが,就 職試験に合格 して職場 を得るに

は,人 間性をまず求め られ,専 門知識は基礎

的なものを身につけて対応する必要があると

いえる。栄養士の就職試験は,施 設によって

多種多様 で情報提供が難 しく,学 生 も内容把

握ができず苦労 しているが,今 回の調査でそ

の全容 をつかむことができた。

4.管 理栄養士 と栄養士の業務分担

管理栄養士と栄養士の業務分担の有無に関

する集計結果を表4に 示 した。栄養士制度に

管理栄養士が加わって長年経ているが,同 一

職場内で,実 際に業務分担が どのようになさ

れているか,そ の実情が明 らかで ないため,

表3栄 養士の採用試験内容

書類 一般教養 専門基礎 専門応用 小論文 面接 その他 計1施 設当り

一次

二次

三次

四次

計

(/o)

123

4

1

0

128

(60.7)

57

30

2

0

89

(42.2)

39

20

4

0

63

(29.8)

10

2

1

1

14

(6.6)

36

22

4

0

62

(29.4)

61

119

32

9

221

(loo.o)

8

7

3

0

18

(8.5)

334

204

47

10

595

1.6

1.0

0.2

0.0

2.8

複数回答あり,():対 有効回答%
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表4管 理栄養士 ・栄養士の分業実情

施設の種類 全体
管理栄養士と栄養士の仕事

分かれている 分かれていない
不明

全体 263
(loo.o)

68
(27.3)

181
(7z.7)

14

病院

事業所

学校

福祉

行政

不明

その他

128
(100.0)
32
(100.0)
31
(loo.o)
35
(loo.o)
12
(ioo.o>
22
(ioo.o>
3
(loo.o)

56
(46.3)
2
(s.7)
2
(6.7)
1
(3.0)
3
(25.0)
2
(9.5)
2
(ioo.o>

65
(53.7)
28
(93.3)
28
(93.3)
32
(97.0)
9
(75.0)
19
(90.5)

7

2

1

2

1

1

調査項 目とした。管理栄養士と栄養士の業務

内容が分かれている施設は27.3%で,全 体の

4分 の1に すぎない。法的には,管 理栄養士

は複雑又は困難な栄養の指導業務を行 うと規

定 している1)が,具 体的に何 を指すのか分か

りにくい。業務内容の決定を左右する条件は,

資格の相違 よ り経験年数とい う見方 もある。

さらに,管 理栄養士又は栄養士いずれかの施

設 もあ り,現 実に分業がどれだけ実施されて

いるか疑問視 されていたが,実 態がつかめた。

施設の種類別にみると,分 業されている施

設 は病院が46.3%で 約2分 の1と 最 も高率で,

次いで行政が25.0%で4分 の1で ある。事業

所,学 校,福 祉では3.0%～6.7%で,ほ とん

ど分業されていない。病院は,健 康保険法の

中で,栄 養指導で きる担当者は管理栄養士 と

規定されるようになり,行 政は栄養改善法の

中で,保 健所の栄養士が任命される栄養指導

員は管理栄養士と示 されているためと思われ

る。過去のデ∴タが無いため比較できないが,

法的規制が根拠 となって現実化 してい くもの

と推測で きる。事業所,学 校,福 祉施設 は,

管理栄養士必置義務の法的規制がな く,1施

設に1名 というところも多 く,現 実に分業が

():対 有効回答%

不可能という状況 といえる。集団給食施設も

大規模のところは県知事が管理栄養士必置義

務施設 として指定 している7}ため,そ れ以下

の施設は,法 的に栄養士の活躍場所 ととるこ

とができる。

管理栄養士 と栄養士が実施している業務内

容の集計結果を表5に 示 した。管理栄養士の

業務で,栄 養士 より高回答率の内容をあげる

と,病 弱者への栄養指導(25.7%),栄 養指

導の計画(20.5%),健 康者へ の栄養指導

(18.9%),給 食部門の施設管理(14.5%),労

務管 理(12.9%),給 食 システ ムの企 画

(12.0%),調 査の企画(10.8%),学 外実習生

の指導(10.0%),統 計集計(9.6%),調 査の

実施(9.2%),統 計解析(8.4%),給 食施設

の指導(8.0%),栄 養 関連の研 究(5.6%),

地域保健栄養指導の実施(4.0%),地 域保健

栄養計画(3.6%)で ある。

一方栄養士の業務で,管 理栄養士 より高回

答 率 の 内容 を あ げ る と,治 療 食 の 調理

(16.5%),給 食部門の事務(14.9%),給 食部

門の衛 生管 理(14.1%),一 般食 の調 理

(13.7%),対 調理員への調理指導(13.3%),

食品の品質管理(9.6%),一 般人への調理指
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表5管 理栄養士と栄養士の業務内容

管理栄養士 栄養士
業務内容 実数 % 業務内容 実数 %

栄養指導の実施(病 弱者)64
栄養指導の計画51

栄養指導の実施(健 康者)47
給食部門の施設管理36
給食部門の衛生管理33
献立作成(一 般食)33
給食部門の労務管理32
給食システムの企画30
給食部門の事務29
献立作成(治 療食)29
調査の企画27

学外実習生の指導L25
統計集計24

調査の実施23
調理指導(対 調理員)23

統計解析21
給食施設の指導20
調理指導(対 一般人)15
栄養関連の研究14
調理(治 療食)12
調理(一 般食)11
食品の品質管理10
地域保健栄養活動の実施10
地域保健栄養計画9
地域組織活動の育成7
食品の分析6
食品開発の企画5
食品の普及活動4
その他1

25.7

20.5

18.9

14.5

13.3

13.3

12.9

12.0

11.6

11.6

10.8

10.0

9.6

9.2

9.2

8.4

8.0

6.0

5.6

4.8

4.4

4.0

4.0

3.6

2.8

2.4

2.0

1.6

0.4

調理(治 療食)41
給食部門の事務37
給食部門の衛生管理35
調理(一 般食)34
調理指導(対 調理員)33
献立作成(一 般食)33
献立作成(治 療食)29
食品の品質管理24
給食部門の施設管理20
調査の実施19
給食部門の労務管理18
調理指導(対 一般人)18
統計集計16
給食システムの企画16
学外実習生の指導12
栄養関連の研究11
調査の企画11
統計解析10
給食施設の指導9
栄養指導の実施(健 康者)7
栄養指導の計画7
食品の分析6
地域組織活動の育成6

食品の普及活動5
食品開発の企画5
地域保健栄養活動の実施5
地域保健栄養計画5
栄養指導の実施(病 弱者)4
その他0

16.5

14.9

14.1

13.7

13.3

13.3

11.6

9.6

8.0

7.6

7.2

7.2

6.4

6.4

4.8

4.4

4.4

4.0

3.6

2.8

2.8

2.4

2.4

2.0

2.0

2.0

2.0

1.6

0.o

%:対 有効回答数

導(7.2%)で ある。なお,一 般食の献立作

成(13.6%),治 療食の献立作成(10.8%)は,

両者ほぼ同率であった。

この結果によると,管 理栄養士の方が多 く

実施 している業務内容は,栄 養指導の企画 ・

実施,給 食管理の企画 ・労務及び施設管理,

集団給食施設及び実習生への指導,調 査の企

画 ・集計解析であ り,い ずれも高度な知識 ・

技術 や経験 を通 しての判断力,指 導力,信 頼

性が必要なマネージメン トに関わる内容であ

る。 また,栄 養士の方が多 く実施している業

務内容は,給 食管理の調理 ・食材料管理,事

務管理で,調 理場での作業内容が多い。

5.管 理栄養士 ・栄養士に必要度が高い知識

管理栄養士と栄養士 に必要度が高いと思わ

れる知識は何か という問に対 して,46科 目中

各15選 出 した集計結果を表6に 示 した。管

理栄養i士に対する知識で,50%以 上の高回答

率のものを上位 か らあげると,臨 床栄養学

(85.6%),栄 養指導(80.7%),食 事療 法

(80.2%),基 礎 医学(72.0%),基 礎栄養学

(70.4%),栄 養学各論(62.1%),食 品衛生学

(62.1%),栄 養生理学(59.7%),臨 床検査

(59.3%),栄 養生化学(56.8%),給 食管理

(56.4%),病 理学(56.0%)で ある。

一方 ,栄 養士に対する科 目で50%以 上の

回答率のものを上位か らあげると,基 礎栄養

学(84.6%),食 品衛生学(79.5%),食 事療
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表6管 理栄養士と栄養士に必要度の高い知識

管理栄養士に必要度の高い知識 栄養士に必要度の高い知識

知識 実数 比率(%) 知識 実数 比率(%)

臨床栄養学

栄養指導
食事療法
基礎医学(解剖学含む)
基礎栄養学

栄養学各論
食品衛生学
栄養生理学

臨床検:査
栄養生化学
給食管理

病理学
食品学
調理学
運動生理学
データ評価法

公衆栄養学
コンピュータ論

公衆衛生学

健康管理概論
社会心理
経営管理
人間関係学

行動科学(食 行動)
管理学概論
食品加工学

統計学
疫学
社会福祉

外国語
食生活論
食料経済

微生物学
食品流通
教育理論
環境衛生学

保健学
生物化学
食料商品学

消費者行動
会計学
社会学

高分子化学
労働経済
人類生態学
その他

208

196

195

175

171

151

151

145

144

138

137

136

105

105

99

89

88

86

83

81

66

65

64

58

56

52

50

46

46

44

39

34

33

31

30

29

27

26

25

19

12

10

9

9

7

8

85.6

80.7

80.2

72.0

70.4

62.1

62.1

59.7

59.3

56.8

56.4

56.0

43.2

43.2

40.7

36.6

36.2

35.4

34.2

33.3

27.2

26.7

26.3

23.9

23.0

21.4

20.6

18.9

18.9

18.1

16.0

14.0

13.6

12.8

12.3

11.9

11.1

10.7

10.3

7.8

4.9

4.1

3.7

3.7

2.9

3.3

基礎栄養学
調理学
食品衛生学

食事療法
給食管理
臨床栄養学

栄養学各論
食品学
栄養指導

栄養生理学
栄養生化学
基礎医学(解剖学含む)
病理学

食品加工学
公衆衛生学
公衆栄養学

健康管理概論
臨床検査
コンピュータ論

食生活論

食品流通
運動生理学
データ評価法

行動科学(食行動)
人間関係学
社会福祉
食料経済

社会心理
食料商品学
微生物学

経営管理
環境衛生学
外国語
保健学

統計学
管理学概論
生物化学

消費者行動
教育理論
会計学
疫学

労働経済
社会学
人類生態学

高分子化学
その他

Iss

188

186

176

168

160

154

152

144

127

11s

114

101

94

93

91

78

75

73

59

54

53

44

43

39

39

37

32

31

31

31

30

23

20

20

15

14

13

12

12

8

8

6

2

1

3

84.6

80.3

79.5

75.2

71.8

68.4

65.8

65.0

61.5

54.3

49.6

48.7

43.2

40.2

39.7

38.9

33.3

32.1

31.2

25.2

23.1

22.6

18.8

18.4

16.7

16.7

15.8

13.7

13.2

13.2

13.2

12.8

9.8

8.5

8.5

6.4

6.0

5.6

5.1

5.1

3.4

3.4

2.6

0.9

0.4

1.3

%:対 回答実数243 %:対 回答実数243
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法(75.2%),給 食管理(71.8%),臨 床栄養

学(68.4%),栄 養学各論(65.8%),食 品学

(65.0%),栄 養指導(61.5%),栄 養生理学

(54.3%)で あった。

これらの科 目中,管 理栄養士にのみ含 まれ

ているのは,基 礎医学,臨 床検査,栄 養生化

学,病 理学である。さらに,管 理栄養士の方

が栄養士の回答率 より10%以 上高い ものは,

臨床検査が27.2%,基 礎医学が23.3%,栄 養

指導が19.2%,臨 床栄養学が17.2%,病 理学

が12.8%で あった。これ らの科 目は,大 方医

学 に関連 した科 目であ り,現 在履修 していな

い科 目も含 まれている。いずれの施設の栄養

士業務遂行 にも,健 康維持,疾 病の予防 ・治

療 に関する,よ り高度な知識の必要度が高 ま

っていることを反映 していると思われる。

一方
,栄 養士にのみ含 まれているのは,調

理学 と食品学である。さらに,栄 養士の方が

10%以 上高回答率の ものは,調 理学が37.1%,

食品学が21.8%,食 品衛生学が17.4%,給 食

管理が15.4%,基 礎栄養学が14.2%上 回って

いる。栄養士の業務遂行上必要度の高い科 目

は,基 礎的な栄養学,食 品学,調 理学,衛 生

学及び給食管理とうけとれる。

過去の文献 と比較 してみると,1985年 に日

本栄養士会が実施 した調査結果10)では,栄 養

士に必要度が高い と思われる知識 は,今 回の

調査結果 とほぼ同 じ結果であった。 しか し,

管理栄養士に必要度が高い知識は,高 回答率

のものとして管理学概論,経 営管理,人 間関

係学,健 康管理,デ ータ評価法などと異なっ

ていた。これ らは,マ ネージメントするのに

必要な知識である。今回の調査結果でこれら

の科 目が高回答率 として表れなか ったのは,

現在 は各施設に管理栄養士の配置が多 くなり,

必ずしも管理的な立場の人のみでなく,一 般

的業務 も担当しているからだと思われる。

6.管 理栄養士 ・栄養士 に必要度が高い技術

管理栄養士 と栄養士 に必要度が高いと思わ

れる技術 は何 という問に対 して,15項 目中各

7選 出した集計結果 を表7に 示 した。管理栄

養士に対する技術で,50%以 上の高回答率の

ものを上位か らあげると,臨 床データの読解

(80.1%),食 事療法技術(78.5%),教 育指導

技術(70.7%),献 立の評価技術(68.7%),コ

表7管 理栄養士と栄養士に必要度の高い技術

管理栄養士に必要度の高い技術 栄養士に必要度の高い技術
技術 実数 比率(%) 技術 実数 上匕率(%)

臨床データの読解

食事療法技術

197

193

教育指導技術(媒体作成含む)174

献立の評価技術
コンピュータ技術

献立作成

食生活計画

統計解析技術

教育技術の評価

基礎調理技術

統計処理技術

調査技術

大量調理技術

食品分析技術

その他

169

134

126

103

103

87

76

69

68

58

49

4

80.1

78.5

70.7

68.7

54.5

51.2

41.9

41.9

35.4

30.9

28.0

27.6

23.6

19.9

1.6

献立作成

基礎調理技術

大量調理技術

食事療法技術

献立の評価技術
コンピュータ技術

食生活計画

218

187

172

156

132

120

107

教育指導技術(媒体作成含む)107

臨床データの読解

調査技術

統計処理技術

食品分析技術

教育技術の評価

統計解析技術

その他

81

58

49

41

27

26

4

91.6

78.6

72.3

65.5

55.5

50.4

45.0

45.0

34.0

24.4

20.6

17.2

11.3

10.9

1.7

%:対 回答実数246 %:対 回答実数238
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ンピュータ技術(54.5%),献 立作成(51.2%)

であった。

一方
,栄 養士に必要な技術 を同基準で示す

と,献 立作 成(91.6%),基 礎 調 理 技術

(78.6%),大 量調理技術(72.3%),食 事療法

技術(65.5%),献 立の評価技術(55.5%),

コンピュータ技術(50.4%)で あった。

以上のうち,管 理栄養士 にのみあげ られて'

いるものが,臨 床データの読解,教 育 指導技

術 であ り,栄 養士 にのみあがってい るのが,

基 礎調理技術,大 量調理技術 である。 また,

高回答率の技術 のうち,両 者 間で10%以 上

の差が あ るものは,臨 床 デー タの読解 が

46.1%,教 育指導技術が25.7%,献 立の評価

技術が13.2%,食 事療法技術が13.0%の 差 を

もって管理栄養士に高 く,大 量調理技術が

48.7%,基 礎調理技術が47.7%,献 立作成が

40.4%の 差 をもって栄養士が高い結果であっ

た。

この結果か ら判断す ると,管 理栄養士 は,

利用者の栄養状態及び献立の判断に必要な評

価技術 と指導技術,い わゆる,現 状評価 と指

導に関する技術 を必要 としている。 また,栄

養士は,給 食管理において基本 となる献立作

成及びその評価 につながる調理技術 を最重視

しているといえる。

1985年 の日本栄養士会の調査結果と比較す

ると,栄 養士に関しては,回 答率順位がほぼ

同じ結果であった。 しかし,管 理栄養士の方

は,回 答率の高いものとして臨床データの読

解,教 育指導技術は同じであるが,他 は統計

解析技術,教 育技術の評価,食 品分析技術,

統計処理技術が上位に示され,異 なっていた。

その当時は,管 理栄養士は評価 と指導 をする

人 とい う位置づ けであ ったと判断で きるが,

今回は,食 事の内容 と食事療法の作成技術が

取って変わり,利 用者サービスへ直接関わる

部分が重視されている。また,こ の結果は必

要度が高い知識 と同様,各 施設,中 でも病院

の管理栄養士の充足率が高 くなったことによ

って,管 理栄養士が一般的な業務 も実施 して

いる影響があると推察する。

7.今 後期待 される活動分野

社会的ニーズを考慮 して,こ れか らの管理

栄養士及び栄養士が専 門性を発揮 できると思

われる活動分野は何かの問に対 して,18項 目

中各5選 択 した回答の集計結果 を表8に 示 し

た。管理栄養士の活動分野で30%以 上のも

の は,栄 養教育 ・栄養指導(60.8%),病 態

栄養指導(57.6%),在 宅医療 ・介護等訪問

指導(45.3%),個 人の栄養状態の評価 ・判

定(43.3%),健 康増進業務(39.6%),運

動 ・スポーツでの栄養管理(38.0%),治 療

食管理(35.9%)で ある。

一方,栄 養士の活動分野を同基準で示すと,

食 中毒 の予防 ・衛生管理(60.6%),調 理業

務 の管理(46.6%),健 康増進業務(41.9%),

治療食管理(40.3%),給 食部門の運営管理

(36.0%),栄 養教育 ・栄養指導;(35.6%)で

ある。

以上のうち,管 理栄養士のみ示 されている

のは病態栄養指導,在 宅医療 ・介護等訪問指

導,個 人の栄養状態の評価 ・判定,運 動 ・ス

ポーツでの栄養管理である。一方,栄 養士に

のみ上位 に示 されているのが,衛 生管理,調

理業務管理,給 食部門全般の運営管理である。

なお,両 者にあるもののうち,栄 養教育 ・栄

養指導は管理栄養士 の方が約20%高 く,治

療食管理,健 康増進業務 は2～4%栄 養士の

方が高い。

これ らの結果か ら判断すると,管 理栄養士

は,対 象が病人やスポーッ選手など,栄 養管

理上高度で最新の知識 を必要 とする分野であ

る。そ して栄養士 は,衛 生管理,調 理管理,

治療食管理を強化 した,総 合的な給食管理の

専門職 として期待 しているといえる。経腸栄

養 ・静脈栄養については,現 在アメリカ等一
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表8管 理栄養士と栄養士の今後期待される活動分野

管理栄養士の活動分野 栄養士の活動分野
活動分野 実数 比率(%) 活動分野 実数 比率(%)

栄養教育 ・栄養指導149

病態栄養才旨導141

在宅医療 ・介護等訪問指導111

個人の栄養状態の評価 ・判定106

健康f曽進業務97

運動 ・スポーツでの栄養管理93

治療食管理88

経腸栄養 ・静脈栄養の管理66

給食部門の運営管理56

栄養に関する研究56

地域保健計画の策定54

情報化時代への対応46

食中毒の予防 ・衛生管理45

調査 ・研究29

食品の開発研究29

調理業務の管理18

給食事業の経営13

その他2

60.8

57.6

45.3

43.3

39.6

38.0

35.9

26.9

22.9

22.9

22.0

18.8

18.4

11.8

11.8

7.3

5.3

0s

食中毒の予防 ・衛生管理143

調理業務の管理110

健康増進業務99

治療食管理95

給食部門の運営管理85

栄養教育 ・栄養指導84

個人の栄養状態の評価 ・判定68

運動 ・スポーッでの栄養管理68

在宅医療 ・介護等訪問指導55

病態栄養指導54

栄養に関する研究47

食品の開発研究37

情報化時代への対応35

給食事業の経営26

地域保健計画の策定17

経腸栄養 ・静脈栄養の管理16

調査 ・研究15

その他3

60.6

46.6

41.9

40.3

36.0

35.6

28.8

28.8

23.3

22.9

19.9

15.7

14.8

11.0

7.2

6.8

6.4

1.3

%:対 回答実数245

部の国で栄養士が対応 しているが,我 が国で

は医師の業務である。 しかし将来は,管 理栄

養士 に26.9%,栄 養士にも6.8%対 応する分野

として示されている。我が国で も,栄 養士業

務の範囲が拡大 し,よ り責任の重い重要な職

種 に変わることを期待 しているといえる。

今回の結果 をまとめると,近 年,栄 養士業

務 は,施 設 の種類 によって約10～20種 類新

たな ものが加わり,量 の上では範囲が拡大し,

質 も高度化 している。また,管 理栄養士 と栄

養士の二つ の制度 になって35年 経過 してい

るが,業 務分担の実施率は27.3%と4分 の1

にす ぎない。実施率の高いのは病院(46.3%)

と行政(25.0%)で,他 は3.0～6.7%と 無に

等 しい。病院と行政が高いのは,業 務 によっ

て管理栄養士が実施するという法的規制があ

り,他 施設はそれが無いのと,1施 設 に1名

配置のところも多 く,分 業が現実に無理であ

ると推察する。採用状況は,管 理栄養士 と栄

養士 同じ枠内で,成 績重視で採用 している施

設が約60%で ある。 また,採 用試験の内容

%:対 回答実数236

も,専 門知識 を問 うてい る施設 が基 礎 で

29.8%,応 用で6.6%で ある。 これ らの点か ら,

管理栄養士 ・栄養士は,採 用時か ら職場内で

業務についても,そ の扱いは明確化されてい

ないことが判明した。

しか し,管 理栄養士 と栄養士に必要度が高

いと思 う知識は,管 理栄養士に医学関連科 目

と栄養指導,栄 養士に基礎科 目と給食管理の

回答率が高い。また,両 者に必要度の高い技

術は,管 理栄養士に評価 と指導技術,栄 養士

に献立作成 と調理技術の回答率が高い。さら

に,こ れか ら両者が専門性 を発揮できると思

われる分野は,管 理栄養士が病人やスポーッ

選手など特殊な対象の栄養管理,栄 養士が給

食管理の分野に期待する回答が多かった。こ

れらの点か ら,当 事者達は,経 験を通 しての

管理栄養士 ・栄養士像 を作 りつつあると受け

とることがで きる。変化の大 きい社会的ニー

ズに応え,両 者の存在を定着化 させ るには,

各々の役割 を明確化する必要がある と思われ

るQ
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要約

社会的ニーズに対応 した栄養士養成の方向

をさぐるには,現 状把握の必要性があると考

え,職 場における管理栄養士 と栄養士に関す

る調査を実施 した。結果は,次 のとお りであ

る。

1)近 年(5年 間)新 たに対応 した業務 は,

施設 の種類 に よって11～22種 類 にわた り,

食事の提供方法や栄養指導の対象の広が りな

ど,利 用者サービスの充実に向けて範囲が拡

大 し,質 も高度化 している。

2)管 理栄養士 と栄養士の採用状況 は,管

理栄養士 ・栄養士同 じ枠内で成績優秀な人物

を採用 しているが58.9%で 最 も多かった。管

理栄養士養成施設卒の管理栄養士のみ対象 と

しているのは10.7%で あるが,施 設の種類に

よって0～18.2%と 差がある。

3)栄 養士の採用試験の内容 は,専 門知識

については基礎が29.8%応 用が6.6%の 実施率

で,面 接(100.0%),書 類(60.7%)の 他は,一

般教養(42.2%)が 判断材料 として多 く利用

されている。

4)管 理栄養士 と栄養士の業務分担が実施

されている施設は全体 の27.3%で,施 設の種

類 によって3.0～46.3%と 差が大 きい。分業の

実施率 が高 いの は病 院(46.3%)と 行 政

(25.0%)で,低 いのは福祉(3.0%),学 校

(6.7%),事 業所(6.7%)で ある。

5)管 理栄養士 と栄養士 に必要度が高いと

思われる知識で高回答率の ものをあげると,

管理栄養士は,臨 床検査,基 礎 医学,臨 床栄

養学,病 理学の医学関連科 目と栄養指導,栄

養士は,調 理学,食 品学,食 品衛生学,栄 養

学の基礎科 目と給食管理が高い。

6)管 理栄養士 と栄養士に必要度が高い と

思われる技術で高回答率のものを比較すると,

管理栄養士 は,臨 床データの読解,教 育指導

技術,献 立の評価技術,食 事療法技術の評価

及び指導技術,栄 養士は,大 量調理技術,基

礎調理技術,給 食管理で基本 となる献立作成

及び調理技術が高い。

7)こ れか らの管理栄養士 と栄養士が専門

性 を発揮 で きると思 われる分野につ いては,

管理栄養士が,病 人やスポーツ選手など高度

で最新の知識を必要 とする特殊 な対象の栄養

管理,栄 養士は,衛 生面,調 理面を強化 した

給食管理の分野に期待 していることが確認で

きた。

本研 究は,1997年 度文教大学女子短期大学

部共同研究費の助成を受けて実施 した もので

ある。

<文 献>

1)厚 生省保健医療局監修:栄 養 関係法規類集,

栄養士法,452,(1962)新 日本法:規出版

2)斎 藤貴美子,井 上節子:栄 養士教育 におけ

るコンピュータの利用(第1報)職 場の利用状

況,第41回 日本栄養 改善 学会講 演集,171

(1994)

3)井 上 節子,斎 藤貴美子:情 報教育 の栄養士

養成への導入,本 誌,3839,(1994)

4)斎 藤 貴美子,井 上節子:栄 養士業務 におけ

るコンピュー タの利用状況,栄 養学雑誌,54

315(1996)

5)厚 生 省保健医療局監修:栄 養関係 法規類集,

入 院時食事療養 に係 る食事療養の額の算定 に

関す る基準,1028-26～29(1994)新 日本法

規出版

6)厚 生 省保健医療局監修:栄 養関係法規類集,

地域保健法,952-3,(1994)新 日本法規出版

7)厚 生省保健医療局監修:栄 養関係法規類集,

栄養改善法,33,(1985)新 日本法規出版

8)厚 生省保健医療局監修:栄 養 関係法規類集,

健康保険法,1028-18-1(1997)新 日本法規

出版

一102一



9)全 国 栄養士養成施設協会編:全 栄施協月報,

44546^一7(1997)

10)栄 養 士養成教育課程検討会:栄 養士制度 に

関する調査 の概要,栄 養 日本,28115～127

(1998)日 本 栄養士会

一103一


	001@@研究紀要42@073
	002@@研究紀要42@072
	003@@研究紀要42@071
	004@@研究紀要42@070
	005@@研究紀要42@069
	006@@研究紀要42@068
	007@@研究紀要42@067
	008@@研究紀要42@066
	009@@研究紀要42@065
	010@@研究紀要42@064
	011@@研究紀要42@063
	012@@研究紀要42@062
	013@@研究紀要42@061

